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――まず熊本城復元整備計画の全

容を教えていただけますか。

下田 ● 熊本城には築城当時、大小の

天守閣をはじめ、49の櫓
やぐら

と18の櫓門、

29の城門がありました。このうち現存

するのは、重要文化財に指定されてい

る13の建造物と、1960年に完成した

大小の天守閣をはじめ、復元された建

造物です。

復元整備計画は熊本市が1997年

度に策定したもので、向こう30～50年

をかけて往時の雄姿を復元するととも

に、市民や観光客に利用される整備

を目指しています。

入場者数の回復も、狙いの一つで

す。かつては年間100万人に達してい

たものの、その後、減少の一途をたど

っていて、ここ数年は、年間80万人に

まで落ち込んでいました。これを復元

整備で取り戻す考えです。年間100万

人を目標にすえています。

整備方針は、①歴史的建造物の復

元と保存②都市の潤い空間としての

環境整備③サービス空間の創出――

の3本です。築城400年にあたる2007

年を目標にすえた短期計画ではまず、

「歴史的建造物の復元と保存」に力を

入れることにしました。

――具体的には、どの建造物をどう

復元整備するのですか。

下田 ● 対象としたのは、10年近く前に

台風で倒壊した櫓門を含む7つの建

造物です。これらの建造物を、98年度

から順次、復元してきて、この3月、最

後に完成したのが、本丸御殿大広間

です。復元整備にかかった総事

業費は約89億円にのぼります。

事業費の一部は、文化庁や国

土交通省、熊本県からの補助金

を充てました。このほか、熊本市

で復元基金を募りました。目標額

15億円に対して、約12億600万

円の寄付をいただくことができま

した。この基金もその名称通り、

全額を復元整備に充てています。

例えば、本丸御殿大広間の復

元整備は、事業費約54億円に達

します。このうち約14億円を国土

交通省からの補助金で、同じく約

11億円を復元基金からの資金で

賄いました。

――復元整備にはどのような考え方

で臨みましたか。

下田 ●基本方針は「史実に忠実に」と

いうことです。ただし、必要に応じて現

代の工法や部材を用いることも検討し

ました。

建築基準法の規定は適用されませ

んが、地震や台風に対する安全性は

確保する必要があります。入場者の安

全という観点から、この点は「史実」よ

り優先せざるを得ません。

したがって、構造材を追加したり、断

面寸法を大きくするなど、見えない部分

で構造補強を施しています。瓦の留

日本エンバイロケミカルズ

め具としてくぎを使う場合には、往時の

ように鉄製を使うと、さびによる膨張で

瓦を割ることも考えられるので、いまの

ステンレス製を使っています。

「史実に忠実に」という基本姿勢を

厳守しつつ、目に見えない部分は安全

第一の考え方で臨みました。

また、野地材・軒先材・軸組外部、

床下などに、防蟻剤であるキシラモント

ラッドを用いています。シロアリの被害

が現実に出ている中で、現代の技術を

生かそう、という考え方です。

――外壁や土台など外に面する木部

の保護に関しては、いかがですか。

下田 ●往時には、松

煙を材料とした墨を

使ってきた部分です。

ここではやはり、耐久

性を第一に考えなが

ら、一方で、見た目

が同じであればいい、

と判断しました。

例えば、本丸御殿

大広間では高さ15mにも及ぶ石垣伝い

に足場を組んで、木部の保護を施します。

仮設費だけで何千万円もの金額がかか

るので、そうすぐには塗り替えができませ

ん。最低でも5年はもってほしい。

こうした判断から、本

丸御殿大広間をはじ

め、復元整備した建造

物のいくつかで、キシラ

デコールを用いていま

す。耐久性の確保に

現代の技術を生かそう

とする考え方も、そこ

にあります。

木造三層五階建ての飯田丸五階櫓

も、木部保護の目的で外壁にキシラデ

コールを塗布した復元建造物のひ

とつです。櫓内には復元工事の

様子を詳しく紹介した写真も展示

しており、ぜひごら

んになっていただき

たいと思います。

――木材保護塗料

を施す工事は、ど

のように進めたの

ですか。

下田 ● 本丸御殿

大広間では、キシ

ラデコールの「ジェットブラック」と

呼ばれる黒色を、外壁や土台など

外に面する木部に用いました。加えて、

「オリーブ」と呼ばれる茶色を古色仕上

げとして、地下通路に面する柱や梁な

ど木部に用いました。

「ジェットブラック」を塗った個所は、

とりわけ高い耐久性を必要としたこと

から、標準である2回塗りの上にさらに

重ね塗りを施して、3回塗りにしました。

下見板を用いた外壁では、部材の状

態でまず1回塗って、それを組み立てて

から2回塗る、という工程を踏みました。

――短期計画を終えて、今年度以降

はどのようなことに取り組みますか。

下田 ● 建造物の一部では、シロアリ

の被害も出ているほか、見た目の劣化

も否定できません。建造物の修繕が

課題の一つです。

一方、復元整備計画の中では、中

期や長期の計画として、短期計画で復

元整備を終えた7つの建造物に続い

て、あと6つの建造物を復元整備する

方向を打ち出しています。この復元整

備をどう進めていくか、検討する必要も

生じています。

おかげさまで、昨年1年間で入場者

数は約120万人に達して、目標を達成

することができました。復元整備計画

の効果は上がっています。今年度は、

建造物の修繕と復元整備の二つをど

う進めていくか、検討する予定です。
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熊本城ではこの連休を最後に、昨年１月から始まっ
た築城400年祭が幕を閉じた。終盤の目玉の一つ
は、４年半がかりで復元工事を終えた本丸御殿大
広間の公開。西南戦争で焼失した対面所を、400
年祭の開催に合わせて「史実に忠実に」復元し、内
部を回覧させるものだ。この本丸御殿大広間で、
外壁や土台など外に面する木部を保護する目的で
使われたのが、キシラデコール。耐久性の高さから、
築城当時使われた墨に代わる木材保護塗料として
選ばれた。熊本城復元整備の全容と、建造物復
元で木材保護塗料の果たす役割を、整備計画を
担当した熊本市経済振興局観光振興部熊本城総
合事務所の下田誠至氏に聞いた。

熊本市経済振興局 観光振興部
熊本城総合事務所整備班技術主幹
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熊本城の遠景。手前には130年ぶりに再建された本丸御殿大広間、奥には天守閣がそびえる
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読者を対象に、建材・設備メーカー
の製品採用意向等をアンケート調査

2007年9月17日号

キシラデコール「ジェットブラック」
3回塗りの仕上がり

木造三層五階建ての飯田丸五階
櫓。2005年2月に復元。高さ
15メートルもの石垣の上に建つ
（写真提供：熊本城総合事務所）


